
 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 北狩野ケアセンター 
 

小規模多機能型居宅介護 

 サービス評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自己評価 

事業所自己評価・・・・・・・・・・・・・（事-①～⑨） 

 

 

◆小規模多機能型居宅介護「サービス評価」総括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

事業所自己評価 （事-①～⑨） 
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11月 13 日（ 17:30 ～ 18:30 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

    3 7     3   1     14  

 

前回の改善計画  

利用前にその方を多く知る。送迎に一緒に行き家の様子や生活状況を把握する。 

利用後の最初の 1週間、若しくは最初の 3回など、初期に関わる利用者の対応、変化、支援方法などを 

記入し、その後の支援に活用していく。 

利用者のお迎え時とお帰り時に感謝の気持ちを込めて挨拶をする。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

退院後にすぐ利用開始するケースでも、退院後に自宅に行き、生活状況を確認した。 

可能な方は利用前に、施設見学を行ない、本人や家族も施設の雰囲気や環境を見ていただくことができた。 

それにより、利用前にケアマネと職員が自宅を訪れ、生活状況の確認に同行できなかった職員も、利用 

前に短時間ではあるがお会いし接することができた。 

カンファレンスでは、利用前、利用後の様子や変化について情報共有を行なった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

6 6 2 0 14 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

3 10 1 0 14 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

4 9 1 0 14 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

2 9 3 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用開始前に、本人と家族とお会いし、家族との関係も含め本人の思い、ADL 状況を把握することができ 

初期段階の受け入れとしてスムーズに行うことができた。 

カンファレンス、ヘルパー会議、ケース会議、日々の情報共有と伝達で、声掛けの工夫や不安を受け止め 

るように務めた。 

家族への連絡や報告を密に行ない、施設での利用状況や訪問時の様子を伝え、家族からの意見も伺った。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

職員間の情報共有は行なっているが、通所、訪問、宿泊において、訪問と宿泊については全職員が関わっ

ていないので、利用者の様子や状態を理解するのが難しく、日数を要することがあった。現状の情報共有 

では全職員に統一したケアに繫げていくには不十分であった。 

家族の思いや不安は解消できても、本人の不安は声掛けや気遣いでは解消されないこともあった。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

利用開始前に、具体的なサービスの内容についての方向性を再確認する。特に利用開始日までに日数が 

少ない場合、情報共有の効率性を上げて職員に周知していく。 

どのサービスを利用しても、全職員が滞りなく支援できる環境にするため、新規の契約時や自宅訪問時 

には、介護職員が同行し、本人や家族の思いを理解し、情報収集と関係性を築く。 
 

事－① 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 8 4 0 14 

 

前回の改善計画  

目標設定を明確化する。 

一人ひとりに合った日々の関わりを重視していく。 

目標に向かって小さなことでもチームワークを意識して実践していく。 

小規模多機能を利用したからこそ在宅生活の継続、在宅復帰ができるように「～したい」を実現していく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

利用者の「～したい」を知り、実現に向けて在宅生活の維持や復帰ができるように歩行訓練などを計画し 

て実施している。それにより他の支援が滞りなくできるよう、業務改善を行ないながら、歩行訓練が安全 

に実施できる時間等を提案し実施している。 

個々の聞き取りに関しては、利用者によって差があり、体調変化によりどうなりたいのか 

の目標設定が明確に定まらないこともあった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

1 5 8 0 14 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

1 5 8 0 14 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

1 6 7 0 14 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

1 9 4 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

ゴールとしたいを受け止め、職員間で共有し、実現するために実施し継続している。その中で利用者と 

職員が同じ目標に向かって関わりの関係を築いている。 

今年度は入院者が多く、入院中の情報収集に努め退院後の状態を予測し、目標設定やゴールの見直しの 

検討を行ない、職員間で共有し、退院後の支援の方法や対応をある程度実施できた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

「～したい」と言える方以外の利用者に「～したい」を考案し実施してはいるが、本人の思いなのかを 

汲み取ることになったのかは疑問に思う。本人の思いかは確信を持てず、職員間の判断で続けていたこと 

もあった。本人の希望を伺いながらも、難易度が高いケースにおいては職員の中で達成は難しいだろうと

思い、行動が消極的になってしまっていることがある。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

本人の希望に関して、小さなことでも情報共有しぞれを叶えるために全員で支援していく。希望が受け入

れられない場合は、代替案を示し本人が納得できる道筋を作り実践する。 

個々の目標設定の確認と進捗状況について、確認する機会を設ける。 

状態や体調が変わっても検討を重ね、小規模多機能の特性を活かしながら、一人ひとりのゴールを修正 

しながら最善を目指していく。 
 

  

事－② 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 9 3 0 14 

 

前回の改善計画  

日常生活の余暇時間、個別支援の充実、本人のしたいことの実現に向けた取り組みをする。 

在宅生活への充実に繋げていく。 

認知症のケアについて職員の知識の向上と経験を活かし、専門的な多職種も含めて取り組んでいく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

個別支援として、歩行訓練や外散歩の身体的向上やリフレッシュの充実。余暇時に作業や脳トレを行ない 

機能維持に努め、個々に合わせた取り組みができた。 

施設内研修で認知症ケアについて学び、勉強会を通じて対応の仕方について知識を習得した。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

0 3 11 0 14 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ等

の基礎的な介護ができていますか？ 

 

5 8 1 0 14 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならない

声をチームで言語化できていますか？ 

 

1 7 6 0 14 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたとき、

その都度共有していますか？ 

 

3 9 2 0 14 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

3 7 4 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

体調や状態の変化に応じ、食事、入浴、排泄などの変更等、声にならないことを察知し直ぐに対応できた。

また家族との情報共有に努め、今後についての支援方法を提案し、家族の意見も聞き支援した。 

利用者の普段と違うことに対し、気付き、報告、共有、対応ができた。 

今年度「北狩野会議」と「リーダー会議」を新設し各リーダーを選任し、情報共有と意見交換を行なった。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

歩行訓練を実施している利用者はまだ少数なので、聞き取りを行なえば他にもやりたい利用者もいると 

思うが、職員が手薄になった日に実施するのは難しい。 

利用者本人の声に、深く関われていないことがある。 

認知症ケアについて知識は習得したが、多様なケースや対応に対し支援や声掛けが不十分なこともあった。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

カンファレンス時に、以前の暮らし方 10 個以上を挙げて共有し、意識を高めていく。 

以前と現在の暮らしの中で、本人の変化に気付き支援方法を検討する。 

聞き取りをして個別支援の希望を伺い、必要な支援を行なっていく。 

研修や勉強会で学んだことを再確認する場を設ける。 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17：30 ～18：30 ） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

4 7 2 1 14 

 

前回の改善計画  

日頃から地域の方と関わることで、連絡しやすい状況を作る。 

ヘルパー業務をより多くの職員が関われるようにする。利用者の暮らしを理解し、地域と関わる。 

伊豆市で一番人口の多い地区に施設がある利点を活かし、地域との関わりを継続し、積極的に発信して 

いく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ヘルパー業務を一部、送迎時に組み込みヘルパー担当以外の職員も利用者の自宅での暮らしぶりを理解 

することができた。ヘルパー人員を 3人から 4人に増員したことで、地域と関わる機会が増えた。 

ヘルパー会議の決定事項を職員に発信し、利用者の自宅の様子がより分かりやすくなった。 

事業所廻りとして、市内の事業所、施設、居宅、包括に、所長やケアマネが介護職員を同行し情報発信と

営業活動を行ない、職員が一丸となって取り組んだ。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

0 9 5 0 14 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

2 8 4 0 14 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

1 7 5 1 14 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

2 3 6 3 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者の住む慣れた地域で、馴染みの関係は途切れず生活できるようにサポートができている。 

離れて住む家族には、ケアマネが主体となり連絡をとり、関係性が継続できている。 

ご近所との関わりがある方については、様子を伺って情報をいただくこともできた。 

民生委員が、運営推進委員で認知症カフェのサポーターでもあるため、日常的に会う機会が多く、地域 

の情報を知り共有することができた。活動や行事をインスタグラムで発信し、知ってもらう人を増やした。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用者の住まいが広域なため、地元（牧之郷）以外の民生委員とは、利用者のご近所と取り巻く困難事例 

等がない限り、関わる機会がない。 

訪問、送迎に携わらない職員は、自宅での様子を見たことがない。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

送迎に関わる職員を増やし、自宅での利用者の様子を把握する。地域に出ることで自分の眼で地域や 

ご近所の様子を知る。 

独居でご近所との関係が少ない利用者については、ご近所に訪問し関係性を築いていく。 

事業所廻りや送迎、訪問など施設の外に出る職員を多くして、地域の方とより関わりを深くしていく。 

 
  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11月 13 日（ 17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

4 8 2 0 14 

 

前回の改善計画  

要望に応えられない場合は、代替え案など出来る限り柔軟にニーズに応えていく。 

気付きや変化を汲み取り、家族との情報共有を継続していく。利用者、家族、職員の信頼関係を築く。 

「困った」に対応できる小規模多機能の特性を活かし、全職員一丸となって対応していく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

利用者本人、家族の事情等により訪問回数の増加や、宿泊の追加など、小規模多機能の特徴を活かし、 

可能な限り柔軟に対応することができた。体調の変化には速やかに家族に連絡し、帰宅や受診等の連絡 

を行ない、早急に対応した。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 7 4 1 14 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

5 7 2 0 14 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

4 9 1 0 14 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

4 9 1 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者本人、家族の要望に臨機応変に対応した。体調の悪化、経済的理由、環境面などから、本人の現在 

と今後を考慮し、様々な要素を総合的に判断し最適と思われる他の施設の提案や説明を行ない本人や家族

の不安も解消できた。病院受診等、家族が対応できない部分においては他社の送迎サービスを提案し実現。 

今年度も幸いに施設内でコロナ感染はなかったが、風邪症状による感染対策として通所と宿泊の区分け 

や、速やかな家族への連絡で理解を得て、感染拡大に務めた。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用者の増加に伴い、通所においては、一日の定員を超えてしまう日があるため、急な通所追加のニーズ 

に応えられない時があった。 

感染症予防の事情で家族の事で職員が休みとなり、また職員の体調不良等で職員が休むと、業務を回すこ 

とで精一杯となり、ミーティングを出来ず、情報共有が不十分になることがあった。職員都合で利用者の 

支援を疎かにすることはできないので、申し送りノートの活用や、コミュニケーションで対応していく。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

小規模多機能の特徴を活かし、引き続き柔軟な対応に努め、ニーズへの対応が難しい場合は、代替え案 

を示し、可能な限り対応していく。そのために、通所、訪問、宿泊のすべてに係る全職員が協力して 

いく。その日、その時に柔軟に対応する。 

不測の事態に迅速な判断と正しい方向性を定めるためにも、常に準備をしておく。分かっていることは 

必要な事であれば、事前に連絡し共有しておく。 
  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17：30 ～18：30 ） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

7 7 0 0 14 

 

前回の改善計画  

地域に関わるイベントや子ども食堂は全職員で分担して対応し連携、協働する。 

介護予防スペースの部屋に使用がない日は、認知症カフェなど多くの方に使用して頂き、施設に訪れる方

を増やし交流を深め、知名度を上げていく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

子ども食堂、ロコトレ OB 会、認知症カフェと施設に多くの方が訪れ、地域の方との交流が増えている。 

認知症カフェを通じ、施設への慰問のボランティアに繋がった。 

認知症カフェのサポーターの方が、元グループホームの家族で、途切れない関係性が継続できている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

4 6 3 1 14 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

4 3 5 2 14 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

1 8 4 1 14 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

7 6 1 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

地域の文化展やフェスタに参加し、利用者の作品を出展し、見学に行き交流を深めた。 

営業活動として事業所廻りに職員を同行し、多くの職員が他事業所、包括、居宅支援事業所に行った。 

子ども食堂は、コロナ禍からの本格的な再開の 2年目となり、ボランティアの志願者や寄贈品も多く 

賜り、来園者も増加している。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

子ども食堂など施設のイベントは職員が交代で活動したが、地域の活動や会議では限られた職員が対応 

しているため、報告だけでは成果や課題が見えにくい。 

インスタグラムは頻回に投稿し広報活動をしているが、投稿に携っている職員が少ないので全職員が当 

施設のインスタグラムを閲覧しているかは不明である。投稿した際には職員に周知し、投稿に携る職員 

も増やしていきたい。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

引き続き、子ども食堂、ロコトレ OB 会、認知症カフェを継続して、施設に訪れる方を増やし交流を深め

る。地域の行事や子ども食堂も、これまで以上に多くの職員が関わり、地域密着型の施設として全職員で 

盛り上げていく。 

 
 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17:30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 6 3 0 14 

 

前回の改善計画  

運営推進会議の結果を日々のケアに繋げていく。 

今後も地域との繋がりを大切にしていく。 

会議や地域の方から、家族からの意見を全職員に周知していく。 

職員の役割分担を明確にして、個々の得意分野を伸ばし、不得意分野も克服して取り組んでいく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

運営推進会議での意見や提案事項について取り組んだ。（イラストマークの導入、安全面の草取りなど） 

インスタグラムの投稿回数が増え、様々な施設の行事を発信できた。 

職員の各業務役割分担を上期と下期の責任者に分け、次年度に負担なく繫げられるようにした。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

3 3 7 1 14 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

3 9 2 0 0 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

4 6 4 0 14 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

4 6 4 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

地域の方からの意見に対し、地域の方の協力を得て解決できた。（認知症カフェの駐車場の確保） 

運営推進会議に毎回、職員代表として交代で１名ずつ出席し様々な意見を聞く機会ができた。 

しゃぎり保存会が地域のお祭りの時に来園して下さり、地域交流が深まった。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

施設としては地域と協働しているが、全職員が関われてはいない。 

事業所のあり方について、管理者から周知することがあっても、意見を言う機会は少なかった。 

ケース会議、ミーティング、カンファレンスなどの話し合いでは、提案や意見は多く上がり活発な会議 

になった。その一方で、他の職員に注意することや、間違ったことを指摘することに関しては言いにく 

い環境になっている。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域密着型施設として、地域との繋がりと交流を大切にしていく。 

多くの職員で地域との協働に関わっていく。事業所のあり方について共有し意見交換を行なう。 

運営推進会議の会議録は掲示だけでなく、大切な部分はケース会議等で職員に周知し共有する。 

 

 
 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11 月 13日（ 17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

3 7 4 0 14 

 

前回の改善計画  

自分のスキルアップのために何をするか、自ら研修を見つけ、計画を立てて実施していく。 

目標管理シートの目標設定を向上化する。 

ケース会議の研修担当者は、自覚を持ち担当者も聞く側も知識を得て、ケアに活かす。 

職員会議、研修と事業所のケース会議、研修への職員出席率の向上。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

目標管理シートでは、中間面接時に目標達成に向けて計画的に実施している姿が伺えた。 

ケース会議の職員研修では、各担当者がそのテーマに沿って質の高い講義を行ない、聞く側も知識の向上 

に繋がり、日々の業務の支援として実践した。 

ケース会議を第 2木曜日に設定したことで出席率が向上した。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

5 5 2 2 14 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 3 7 2 14 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

1 3 4 4 14 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

3 8 3 0 14 

       

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

スキルアップに繋がる研修に応募し参加した。 

リスクマネジメントは毎月テーマを決めて、実施している。ヒヤリハット専用のノートを活用し記入し 

情報共有を行ない、事故防止に務めている。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

自ら研修を見つけ、参加した職員は少なかった。 

研修の予定を組んでいたが、他の職員の欠勤と重なり一部、中止となってしまったり、施設内委員会も 

同じ理由で欠席になってしまったことがある。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

自ら研修を見つけるのは難しいので、各職員の学びたい研修を管理者が把握し、メール等で研修の案内が

あれば教えるようにして研修に参加する機会を増やす。 

ケース会議、職員会議、研修の出席率の更なる向上。 

各委員会の委員は、施設の代表として積極的に取り組み、職員に協力が必要な場合は皆で協力して行う。 

 
 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 11月 13 日（ 17：30 ～ 18：30 ） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
池田、紅、益田、伊郷、松岡、坂庭、安藤、牧野、原、 

正田、大川、鈴木ひ、鈴木美、金城、 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 7 6 0 14 

 

前回の改善計画  

認識のズレをなくすため、注意し合える人間関係の構築。 

事例を基に勉強会をして人権、プライバシーの知識を高め、職員の意識の統一を図る。 

声、音のプライバシーと、認識と聞こえる距離なのかを徹底する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

人権やプライバシーについては職員研修や事業所の研修で学び理解している。 

目で見えるプライバシーの配慮は保たれているが、声の大きさには配慮に欠けている部分がある。 

意見は言えるが、注意し合える人間関係の構築は不十分であった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

10 4 0 0 14 

② 
虐待は行われていない 

 

 

9 5 0 0 14 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

2 11 1 0 14 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

2 7 3 2 14 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

2 11 1 0 14 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

身体拘束や虐待は行われていない。 

利用者の目線や口調を考えることができた。ケアの動作の中で言葉がけを用いて、優しく接し安心感を 

与えることができている。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

研修や勉強会で学んでいても、利用者のプライベートなことを聞こえるくらいの声で話していることが 

ある。音（声）のプライバシーが守られていない。「 

多忙な時に、つい言葉の伝え方が変わってしまう。「少しお持ち下さい」が ちょっと待って」など。 

職員間で注意し合える環境に欠けている。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

注意し合える環境作りの再構築。その時に言わないとそのままになってしまう。 

職員間の注意し合える環境が、利用者のプライバシーや環境を保てることになり、間違ったことに気付き 

改善する機会になる。 

接遇についても委員会からの発信だけに留まらず、個々が向上心を持って取り組んでいく。 
 

事－⑨ 



 地域かかわりシート（結果まとめ様式） 

Ａ．事業所自己評価の確認 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 少なくとも常勤のスタッフが全員で事業所自己評価に取り組んで

いることが確認できましたか？ 

5 0 0 

２ 事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見が

反映されていることが確認できましたか？ 

※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の 2/3 以上の参加が望ましい 

5 0 0 

３ 前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組みが行われ

ていましたか？ 

5 0 0 

４ 今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に立

てられていますか？ 

5 0 0 

 

【上記４つのチェック項目に関する意見】 

※結果ではなく、事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

・利用者のことを、家族との関係性も含め、理解しようとする姿勢が感じられ、利用者も家 

 族も安心して利用できると感じた。 

・一つひとつの取り組みに対してそれぞれが評価し課題が上がっているのか理解できた。 

・全項目に対し前向きに対応しているのが伺えます。また専門的な知識を活かした判断、 

 対応、対策などセンシティブな業務であることを改めて理解しました。 

【前回の改善計画に対しての意見】 1～9 の中から選んで記入 

※ 9 つのテーマごとの「前回の改善計画」に対しての取組み結果に対する意見 

・④多くの職員が利用者と家族の生活が理解できるよう送迎時にヘルパーを取り組むなど 

   小規模多機能型施設の特徴を活かした活動をしている。 

・⑥子ども食堂、ロコトレ OB 会、カフェ北狩野など地域の方が施設に多く訪れ、家族と 

  の途切れない関係性が継続されている。 

・⑨職員間の注意することは難しい面もあるが、他の人から指摘され気付くこともあるので 

  「注意し合える人間関係の構築」が大切だと思う。 

【今回の９つのテーマごとに記入された改善計画に対する意見】1～9 の中から選んで記入 

※今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

 9 つのテーマごとの「次回までの具体的な改善計画」についての意見 

・③利用者の暮らしを知ることは、したいの実現や生活を支えることに繋がると思う。 

  職員間の情報共有を大切にして個別支援を充実させていって欲しい。 

・③目標は「…関係を築く」、「目指す」等抽象的な目標が多い中、「以前の暮らし方 10 個 

  以上挙げて共有・・・」は目標が具体的で良い。 

【「事業所自己評価」をテーマにした自由意見】 

・評価バランスを見ると、職員が歴接に評価されていると思う。 

・①初期支援について評価が高いのは、利用開始前と利用開始直後の準備や職員間の情報共

有ができていると感じた。 

・②「したいの実現」については、あまりできていない回答が多く、目標やゴールの設定 

  に個人差や難易度があるのではと感じた。 

  

【改善計画】※後日記入 

・利用者の思い、家族の希望を理解しニーズに沿った支援を行ないながら個別支援の充実 

 を図り進捗状況を確認していく。 

・各会議（運営推進会議、ケース会議、北狩野会議、リーダー会議、ヘルパー会議）の 

 充実化を目指し、委員やスタッフの意見を反映し、計画、実行、評価、改善の PDCA 

  に沿って業務や支援について取り組んでいく。 

 

  
地②－１ 



Ｂ．事業所のしつらえ・環境 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

5 0 0 

２ 
家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 

 
4 1 0 

３ 
事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 

 
5 0 0 

４ 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 
5 0 0 

５ 
日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 

 
5 0 0 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・ロコトレ OB 会、認知症カフェで地域の方が多く訪れ利用できている。利用者と交流が 

 できると更に事業所への理解が深まると思う。 

・外周りは夏場でも草刈りなどが行き届いている。 

 

 

 

【前回の改善計画】 

・伊豆中央ケアセンターの事業所で実施しているスマイルチェックを基盤に、利用者、職員 

 とも清潔で居心地の良い空間と環境を整える。 

・ロコトレ OB 会の継続、認知症カフェの開催に向け、地域の方に開かれた施設となる。 

・季節感を大切に掲示や装飾の変化をしていく。 

 

 

【「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見】 

・経営判断の範疇になると思うが、効率的な運営を目指す上で、ネット環境、PC,大型モニ 

 ターの配備をして会議室やコミュニケーションスペース等の設備拡充を図る。 

・施設入口の案内看板の配置は一考しても良いかと思います。 

・子ども食堂を継続することで、子供会の連絡メールや回覧板等で地域内に施設の活動を 

 紹介することができ、高齢者だけでなく子供から親世代にも気軽に立ち寄れる施設にな 

 った。 

・掲示や装飾の工夫により、利用者に季節を意識させている。 

・駐車場がもっと利用しやすくなると良い。 

【今回の改善計画】※後日記入 

・伊豆中央ケアセンターで実施しているスマイルチャレンジに取り組み、清潔で居心地の良 

 い空間と環境を整えるのは当然の取り組みとして、それに頼らず職員からの提案や意見か 

 ら環境整備に取り組み、清潔感の維持、改善をしていく。 

・ロコトレ OB 会、認知症カフェ、子ども食堂と地域の方が多く訪れる機会が増えたので 

 家族も含め、5S を基盤に地域の方に居心地の良い開かれた施設にしていく。 

 

 

  

地②－２ 



Ｃ．事業所と地域のかかわり 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

5 0 0 

２ 職員はあいさつできていますか？ 

 

5 0 0 

３ 事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 

2 0 3 

４ 何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場

所になっていますか？ 

5 0 0 

５ 事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 

5 0 0 

 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・牧之郷地区の認知度は上がっていると思う。他の地区にも広がっていくと良いと思う。 

・事業所に伺った時などには、職員から気持ちの良い挨拶をしていただいています。 

・牧之郷住民は今でも北狩野荘と言って内容は理解していなくても親しみを持っています。 

・地域の文化展や駅前のイベントに作品を出展されているのを見ました。地域の行事に 

 参加していることが伺えます。 

 

【前回の改善計画】 

・地域の行事に参加し、出展の依頼があれば協力していく。 

・ご家族、業者などすべての来園者に、職員から先に笑顔で挨拶を継続する。 

・北狩野便り地域版の継続。イベント時に地域にチラシの配付等で多くの方に施設を知って 

 いただく。 

 

【「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見】 

・地域行事に積極的に参加し、地域との繫がりを大切にしていることが感じられる。 

・便りの回覧や地域行事への参加等で、地域住民に広く認識されている。 

・日切地蔵尊の祭典時には、北狩野ケアセンターの方たちがお参りに来てくださることを 

 役員や当番が皆、楽しみにしています。「今年は来なかったね」という会話も聞いた。 

・北狩野便りの地域版を見たい。 

 

【改善計画】※後日記入 

・地域の行事に参加し、出展の依頼があれば協力していく。 

・町内会、子供会、しゃぎり保存会、地域のボランティアの方々との関係性を継続し、地域 

 の活動に貢献し交流を深める。 

・来園者に笑顔で挨拶をしておもてなしの気持ちを伝える。同時に職員間の挨拶も気持ち 

 良く行ない業務に当たる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地②－３ 



Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

5 0 0 

２ 利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 

 

4 1 0 

３ 利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われています

か？ 

2 1 2 

４ 事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 

5 0 0 

５ 利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっていますか？ 

 

0 0 5 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・事業所の中だけでなく、季節のドライブ、外食、地域の行事などの参加で季節感を味わ 

 っている。 

・散歩などで地域の方との交流があり楽しく過ごせていると思う。 

・外出にでかけるのは、とても良い機会だと思う。 

 

 

 

【前回の改善計画】 

・利用者以外の地域の心配な方、困っている方にも支援できるように、その地区の包括や 

 民生委員と関わりを持ち、情報のアンテナを広げる。 

・地域や施設内外の行事に参加し、外出する機会の継続。 

 

 

【「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見】 

・文化展に出展することで、地域住民に事業所の生活の一部を見ていただける良い機会 

 だと思う。「北狩野ケアセンターはこんなこともやっているんだね」という話を聞いた。 

 地域の方が作品を見て事業所に興味を持つことに繫がっていくのではと感じた。 

・独居の方の買い物支援など利用者のニーズにあった活動を取り入れている。 

・コミュニケーションの基本は、発信とスモールエリアからの認知なので、それを活発に 

 実行している職員の活動に共感する。 

・利用者本人が住んでいる地域の方との関わりの事例を聞かせて欲しい。 

 

【改善計画】※後日記入 

・利用者以外のご近所の心配な方に、包括や民生委員と情報共有をして関わりを持ち支援 

 に繫げていきたい。 

・可能な限り利用者を地域の行事に見学に行き、地域との交流を図り楽しんでいただく。 

・利用前、利用後にも自宅訪問と送迎を多くの職員で関わり、利用者が住んでいる地域の 

 情報を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地②－４ 



Ｅ．運営推進会議を活かした取組み 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

5 0 0 

２ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていま

すか？ 
5 0 0 

３ 
運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われています

か？ 
2 1 2 

４ 
運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしています

か？ 
5 0 0 

５ 
運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

 
5 0 0 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・民生委員として地域の心配な方などの話しをあまりしなかったので、事例検討が行われな 

 かった。 

・地域の心配な方についての検討はあまりされなかったと思う。 

 

 

 

 

【前回の改善計画】 

・家族や各委員のそれぞれの専門職から、意見交換や発言機会を増やし、健全な施設運営と

提案事項や改善に繋げていく。 

・大きな事案や直ぐに結果が出にくい案件については、半年や一年をかけて、意見交換を

重ねながら、解決や決定をしていきたい。 

 

【「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見】 

・和やかな雰囲気で意見が出しやすいと感じた。 

・職員が交代で出席することで施設の方針や地域からの意見等を直接聞き、意識して業務 

 に取り組むことができると感じた。 

・利用者代表、家族代表の方の意見は、施設の日頃の様子や対応を知ることができるとても 

 良い機会だと思う。 

・抽出課題に対し如実に実行するかが本質と考える。本会議の機能向上を考慮した場合、 

 月 1 回開催でも良いかとも思う。 

・カフェ北狩野のアピール方法などの提案や意見をいただき感謝しています。 

 

【改善計画】※後日記入 

・地域の課題や検討事項を運営推進会議に挙げて改善に向けて取り組んでいく。 

・それぞれの立場から引き続き、積極的な意見が出やすい環境を整え発言機会を増やす。 

・運営推進会議の中で施設内を見学する機会を設け、利用者や職員の様子、環境面や掲示 

 物などの意見交換を行ない、改善していく。 

 

 

 

 

  

地②－５ 



Ｆ．事業所の防災・災害対策 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

3 0 2 

２ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

 
3 1 1 

３ 
事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 

 
1 0 4 

４ 
事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

 
0 5 0 

５ 
災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 

 
3 0 2 

 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・施設の防災、災害対策については運営推進会議で知ることができたので、防災訓練に 

 参加してみたいと思った。 

・防災対策については把握していない。 

 

 

 

【前回の改善計画】 

・大規模災害を想定した対応や備蓄品の再度確認と災害対策を盤石にしていく。 

・災害の規模に応じた当事業所に合ったリアルな防災訓練を実施する。 

・運営推進会議の委員に方に、防災訓練に参加や見学をしていただき、意見を伺い改善 

 していく。 

 

【「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見】 

・町内会や区との連携を強くしていけば、近隣の住民の方の援助もスムーズになるのでは 

 ないかと思う。 

・離れて暮している家族としては、職員の方に依存することしかできないので、引き続き 

 強化していって欲しい。 

・突発的な大災害時に直ぐに家族に連絡がつかない場合や、高齢者の一人暮らしの方の避  

 難等、きめ細かい想定で実施して欲しい。 

 

【改善計画】※後日記入 

・運営推進会議の日に防災訓練を実施し、意見交換や提案事項を伺い、内容や環境面の改

善をして、災害時に備える。 

・火災、地震、台風、不審者などあらゆる災害時のリアルな防災訓練を実施する。 

・町内会、近隣の住民や企業と協力体勢を築く。 

 

 

 

 

 

  

地②－６ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
 

社会福祉法人春風会 
代表者 

 

堀内 和憲 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

高齢者・障害者・児童のさまざまな福祉サービスを展開しています。 

当事業所は H18 年に開設以来、地域の方や他の事業所・医療関係者の方々と連携を図

ってきました。柔軟なサービスを利用しながら、在宅生活を支援しています。 
事業所名 

 

北狩野ケアセンター 
管理者 

 

池田 貴則 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 1 人 1 人 2 人 1 人 0 人 5 人 0 人 12 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・職員の意識や事業所自己評価に

向けて、会議の充実と参加率を

向上する。 

・計画、実行、評価、改善の

PDCA を行い、ニーズに沿っ

た支援を実現する。 

・多くの職員が利用者と家族の生

活が理解できるよう送迎時に

ヘルパーを取り組むなど小規 

 模多機能型施設の特徴を活か

した活動をした。 

・子ども食堂、ロコトレ OB 会、

カフェ北狩野など地域の方が

施設に多く訪れ、家族との途切 

 れない関係性が継続できた。 

 

・利用者の暮らしを知ることは、

したいの実現や生活を支える

ことに繋がると思う。 

 職員間の情報共有を大切にし

て個別支援を充実させていっ

て欲しい。 

・目標は「…関係を築く」、「目指

す」等抽象的な目標が多い中、

「以前の暮らし方 10 個以上挙 

  げて共有・・・」は目標が具

体的で良い。 

・利用者の思い、家族の希望を理

解しニーズに沿った支援を行

ないながら個別支援の充実を 

 図り進捗状況を確認していく。 

・各会議（運営推進会議、ケース

会議、北狩野会議、リーダー会

議、ヘルパー会議）の充実化を 

 目指し、委員やスタッフの意見

を反映し、計画、実行、評価、

改善の PDCA に沿って業務や 

  支援について取り組んでいく。 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・伊豆中央ケアセンターの事業所

で実施しているスマイルチェ

ックを基盤に、利用者、職員 

 とも清潔で居心地の良い空間

と環境を整える。 

・ロコトレ OB 会の継続、認知症

カフェの開催に向け、地域の方

に開かれた施設となる。 

・季節感を大切に掲示や装飾の

変化をしていく。 

 

・今年度のスマイルチャレンジで 

 は2階の倉庫の片付けを実施し 

 不要な物を処分し会議室とし

て使用できるスペースとなっ

た。 

・認知症カフェ 1 年目として地域 

 の方が多く訪れた。カフェに使

用する道具置き場をカフェの

部屋に移し、スタッフが使用し 

 やすい環境を整えた。 

・ホールの壁に掲示する毎月の 

 カレンダーを新しく作り変え 

 て変化を出すことができた。 

・経営判断の範疇になると思う

が、効率的な運営を目指す上

で、ネット環境、PC,大型モニ 

 ターの配備をして会議室やコ

ミュニケーションスペース等

の設備拡充を図る。 

・子ども食堂を継続することで、

子供会の連絡メールや回覧板

等で地域内に施設の活動を 

 紹介することができ、高齢者だ

けでなく子供から親世代にも

気軽に立ち寄れる施設にな 

 った。 

 

・伊豆中央ケアセンターで実施し

ているスマイルチャレンジに

取り組み清潔で居心地の良い 

 空間と環境を整えるのは当然

の取り組みとして、それに頼ら

ず職員からの提案や意見から 

 環境整備に取り組み、清潔感の

維持、改善していく。 

・ロコトレ OB 会、認知症カフェ、

子ども食堂と地域の方が多く

訪れる機会が増えたので家族 

 も含め、5S を基盤に地域の方

に居心地の良い開かれた施設

にしていく。 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・地域の行事に参加し、出展の依

頼があれば協力していく。 

・ご家族、業者などすべての来園

者に、職員から先に笑顔で挨拶

を継続する。 

・北狩野便り地域版の継続。イベ

ント時に地域にチラシの配付

等で多くの方に施設を知って 

 いただく。 

 

・地域の 2 回ある作品展（文化展 

 とフェスタ牧之郷）に利用者の 

 作品を出展し、フェスタ牧之郷 

 は見学にも参加した。 

・日曜日開催の地域のお祭りには 

 職員の人数調整の関係で参加 

 できなかった。 

・子ども食堂は、毎月、回覧板 

 子供会、しゃぎり保存会、イン

スタグラムで周知した。 

・地域行事に積極的に参加し、地

域との繫がりを大切にしてい

ることが感じられる。 

・便りの回覧や地域行事への参加

等で、地域住民に広く認識され

ている。 

・日切地蔵尊の祭典時には、北狩

野ケアセンターの方たちがお

参りに来てくださることを 

 役員や当番が皆、楽しみにして

います。「今年は来なかったね」

という会話も聞いた。 

・地域の行事に参加し、出展の依

頼があれば協力していく。 

・町内会、子供会、しゃぎり保存

会、地域のボランティアの方々

との関係性を継続し、地域 

 の活動に貢献し交流を深める。 

・来園者に笑顔で挨拶をしておも

てなしの気持ちを伝える。同時

に職員間の挨拶も気持ち 

 良く行ない業務に当たる。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・利用者以外の地域の心配な方、

困っている方にも支援できる

ように、その地区の包括や 

 民生委員と関わりを持ち、情報

のアンテナを広げる。 

・地域や施設内外の行事に参加

し、外出する機会の継続。 

・利用者以外の地域の困っている 

 方については情報が少なく、 

 関わりを持つことが出来なか

った。 

・郵便物の配付時や認知症カフェ 

 で民生委員と会う機会は多か

ったが地域の方の相談につい

ての話しはできなかった。 

・初午では利用者と旗を作り、牧

之郷地区以外の家にも行った

が、利用者と一緒に行ったのは 

 少数であった。 

 

・文化展に出展することで、地域

住民に事業所の生活の一部を

見ていただける良い機会 

 だと思う。「北狩野ケアセンタ

ーはこんなこともやっている

んだね」という話を聞いた。 

 地域の方が作品を見て事業所

に興味を持つことに繫がって

いくのではと感じた。 

・利用者本人が住んでいる地域の

方との関わりの事例を聞かせ

て欲しい。 

・利用者以外のご近所の心配な方

に、包括や民生委員と情報共有

をして関わりを持ち支援 

 に繫げていきたい。 

・可能な限り利用者を地域の行事

に見学に行き、地域との交流を

図り楽しんでいただく。 

・利用前、利用後にも自宅訪問と

送迎を多くの職員で関わり、利

用者が住んでいる地域の 

 情報を知る。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・家族や各委員のそれぞれの専門

職から、意見交換や発言機会を

増やし、健全な施設運営と提案

事項や改善に繋げていく。 

・大きな事案や直ぐに結果が出に

くい案件については、半年や一

年をかけて、意見交換を重ねな

がら、解決や決定をしていきた

い。 

・今年度は委員の方から活発な意

見や提案が寄せられ認知症カ

フェや道路脇の草木の伐採な

ど改善に繋がった。 

・長期にかけて解決していく大き

な課題はなかったが、委員の方 

 に、施設内外を見て意見や提案 

 を聞く機会を作れなかった。 

・和やかな雰囲気で意見が出しや

すいと感じた。 

・職員が交代で出席することで施

設の方針や地域からの意見等

を直接聞き、意識して業務 

 に取り組むことができると感

じた。 

・利用者代表、家族代表の方の意

見は、施設の日頃の様子や対応

を知ることができるとても 

 良い機会だと思う。 

・地域の課題や検討事項を運営推

進会議に挙げて改善に向けて

取り組んでいく。 

・それぞれの立場から引き続き、

積極的な意見が出やすい環境

を整え発言機会を増やす。 

・運営推進会議の中で施設内を見

学する機会を設け、利用者や職

員の様子、環境面や掲示 

 物などの意見交換を行ない、改

善していく。 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・大規模災害を想定した対応や備

蓄品の再度確認と災害対策を

した。 

・災害の規模に応じた当事業所に

合ったリアルな防災訓練を実

施する。 

・運営推進会議の委員に方に、防

災訓練に参加や見学をしてい

ただき、意見を伺い改善してい

く。 

・地震の規模を想定した訓練を 

 実施し、訪問中や自宅にいる  

 施設に居ない職員から、施設 

 に来られるかの連絡訓練を行

なった。 

・運営推進会議で防災訓練を実施 

 することができなかった。 

・町内会や区との連携を強くして

いけば、近隣の住民の方の援助

もスムーズになるのでは 

 ないかと思う。 

・離れて暮している家族として

は、職員の方に依存することし

かできないので、引き続き 

 強化していって欲しい。 

 

・運営推進会議の日に防災訓練を

実施し、意見交換や提案事項を

伺い、内容や環境面の改善をし

て、災害時に備える。 

・火災、地震、台風、不審者など

あらゆる災害時のリアルな防

災訓練を実施する。 

・町内会、近隣の住民や企業と協

力体勢を築く。 

 


